米大統領と官僚機構 : 官僚統制の限界 by 浅川 公紀































































































































































かし 1939 年再編法は、議会への提案後 60 日以内に上下両院に拒否されな
いという条件付きで、大統領に省庁の改廃、整理統合の権限を付与した。






































































































































































政府の官僚機構には 180 万人の文民官僚がおり、その 87％はワシントン
以外の全米、全世界に散らばっている。官僚機構のトップにいる大統領か
ら命令が末端まで伝達され、実行に移されるまでに、省庁による違いはあ















































































1981 年から 1983 年までの間に、国内政策担当の省庁でキャリア官僚の数





を審査させ、1983 年 6 月末までOMBは 6700 の規制を審査し、9つに 1
つの規制が修正または却下された。さらにレーガンは、1978 年公務員改
革法を最大限活用して、大統領の政策に不満を持つ上級キャリア官僚を
























































させる競争入札方式を導入した。2001 年から 2005 年までの間に、民間契
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